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地域とともに、地域で生きる

地域の中に学校がある、学校の中に地域がある
ここは 地域みんなの学校

やまびこだより No.134（2014年度）より

駒ヶ根市立 中沢小学校

　駒ヶ根市立中沢小学校は、明治 42

年（1909 年）に地域の人の寄付によっ

て建てられた学校です。1960 年代には

900 名の児童が在籍したことがありまし

たが、今では地域に若い人も減り、児

童数は 108 名となりました。

　地域の皆さんによって建てられた中

沢小学校は、創立以来地域にとって大

切な場所でした。そうは言っても、やは

り学校は、児童の保護者でもないと、

ちょっと行きにくい場所でした。

　ところが、今の中沢小学校には、そ

んな学校の敷居の高さは感じられませ

ん。

「リンゴが採れたから食べて」「マツタケ

が出てたから持ってきたわ」…職員室に

は、地域の人々がひっきりなしに訪れま

す。授業をのぞくと、先生の他に地域

の方がいて、定規の構え方を教えてい

たり、音読を聞いていたり、一緒に歌

を歌ったりしています。

　2012 年度から、ボランティアの「中

沢小学校応援隊」が活動しています。

環境美化や、放課後の宿題の指導を手

伝ったり、炭焼き、田んぼ作り、ホタ

ルの飼育、書道や墨絵の指導など、子

どもたちに教えたい得意技を持つ人た

ちが集まっています。

　さらに今年度からは、4 名の学校支

援コーディネーターが地域とのパイプ役

として日替わりで勤務しています。保護

者を中心とした「チョコっと部隊」も発

足。「ちょっとだけ助けてください！」と

いうメールが、学校から保護者に届きま

す。メールを見たお母さんたちがやって

きては、子どもたちと先生を助けてくれ

ます。保護者のお友達、近所の人…学

校に出入りする地域の人の輪は、どん

どん広がっていきました。「チョコっと

部隊」で授業のお手伝いに来たお母さ

んたちが、思いがけず新しいことを学ん

だりする場面も見られます。

　こうして集まった地域の人々が、また

新しい提案をしてくれます。「中沢も昔

は賑やかだったけれど、すっかりさみし

くなったなあ」と、子どもたちが集まっ

て遊べる「駄菓子屋さん」を、月に 1

度開いてくれました。「ポン菓子」の実

演や紙芝居など、楽しいものをみんな

が持ち寄って大賑わい。駄菓子屋さん

には、小学校に上がっていない小さな

子も、大人たちもやってきました。小さ

な後輩も、お父さん、お母さんたちも、

おじいちゃん、おばあちゃんも、中沢の

みんなが集まる学校。多世代交流と呼

ぶにはあまりに自然な、地域そのもの

が、中沢小学校の中にあるのです。

　子どもたちに中沢の良いものを伝え

たい地域の人々と、猫の手も借りたい

ほど忙しい先生方。学校から中沢を元

気にしたい、中沢を知り、中沢を愛す

る子どもを育てたい、という思いを共

有しています。様々な世代の人が集い、

学び合う。中沢小学校は、「子どもと共

に地域も育つ」場となっています。

地域の人々が気軽に訪れる学校

学校から中沢を元気に

地域の人たち
保護者

（PTA）

●調理実習の下準備
●プリントの印刷
●音楽・美術の実技指導
などなど

中沢小学校

地域のみんなが応援隊員

中沢を愛し、中沢の子ども
をしっかりと育てたい

生涯学習の場 世代間交流の場

校内の環境整備
作業なども……

登録

毎日学校へ
ボランティア

先生

学校支援
コーディネーター

（4名）

こんなことを
教えたい、体験を

させたい……。

勉強は
教えられんけど、

学校へ行って
みたい。

子どもと
いっしょに

授業を受けたい。

平日、
30分くらいなら

行けるかな。
学校での

子どもたちの
様子を見てみたい。

Help me!

毎日、忙しいんです！

出動！

学校から中沢を元気にしよう！

都合のよいときに
いつでも学校へ

毎月17日は応援隊の日

中沢を
大切にしたい！

子どもたちは中沢の宝！

学校の現状を
地域の人たちに

知ってもらいたい。

地域コミュニティーの拠点

コミュニティスクール　取り組みのポイント

　先生方がどれだけの業務量を抱えているか、学校がどん

な課題を抱えているか、どんな子どもたちが学んでいるか、

いわゆる「学校の憂鬱」を地域の人々は知りません。学校

はそれだけ、地域の人には敷居が高いのも事実です。学校

の現状を共有し、地域の人は何ができるのかを、一緒に考

えることが必要です。

　ゲスト講師を招いて昔の遊びを教わったり、畑や田んぼ

を作ったり。学校に関わるボランティアは、比較的高齢の

方が多い傾向があります。しかし、もっと学校にとって身近

な地域住民は、保護者です。保護者の持つ力やネットワー

クを活かすことで、活動者の幅が広がります。また、学校

の中に三世代のつながり、学び合いが生まれてきます。

2. 保護者も地域の住民

　子どもたちと関わりたい、学校を助けられるという人は

地域にたくさんいます。そんな人々と連携をしていくために

はまず自らを開くことが大切です。「助けて」と言えば、助

けてくれる人がいます。「助けられ上手」が地域をつないで

いきます。中沢小学校では、メール配信や学校ブログでこ

まめに「助けて」と言い続けています。

3. 学校を地域に開き、助けられ上手に

　地域で育つ子どもがどんな子どもになってほしいか。学

校がある地域はどんな地域であってほしいのか。その「夢」

を共有することで、地域と学校は仲間になります。「地域

の教育力を活かす」というのは、地域の力を借りて子ども

たちを育んでいくことであると当時に、地域にとっては地

域の担い手である子どもたちを育んでいく目的も持ってい

ます。学校は、地域づくりの拠点でもあるのです。

4. 地域の夢を共有する

1. 学校の現状を共有する

中沢小学校コミュニティースクール構想
◎中沢を知り中沢を愛する子を育てます。
◎中沢を元気にする活動を率先して行います。
◎中沢小学校に地域の世代間交流の拠点としての
　役割を持たせます。
◎「学校・家庭・地域の子どもたちを軸とした
　支え合いの循環」を構築します。

ホタルの幼虫を放流

駄菓子屋さん

音楽の授業

つながりマップ

放課後学習

中沢地区の全戸に配布した
「応援隊員募集」のチラシ

中沢が好き！

地域の人と
いっしょで
楽しいよ！

応援隊
中沢小学校

応援隊運営委員会

応援隊
チョコっと

部隊

中沢の伝統文化、歴史、
生活体験を伝えよう！ 地

域
で
生
き
る
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地域とともに、地域で生きる

常盤で生きる   「昭和58年洪水」にふるさとを学ぶ
ふるさとってなんだろう?

やまびこだより No.130（2013年度）より

飯山市立 常盤小学校

　東日本大震災についてのニュース映

像を見ていた常盤小学校の子どもたち。

「かわいそう」「どうしてあんなにつらい

思いをしたのに、帰りたいんだろう？」「ま

た津波が来るかもしれないのに…」そん

な疑問が、学びのはじまりでした。

　子どもたちのふるさとである飯山市常

盤地区も、度重なる水害に悩まされてき

ました。寛永2年（1742年）の「戌
いぬ

の満水」

では、何千人もの人が亡くなったと伝え

られています。

　昭和 58 年（1983 年）にも千曲川が決

壊し、地区は泥の海になりました。常

盤小学校も被災しました。身近な人た

ちが災害と復興を体験しています。その

体験談を通してふるさとを考え、ふるさ

とへ帰りたいという東北の人々の気持ち

に寄り添えたら…そんな5年生担任の藤

田茂樹先生の思いから、「常盤に生きる」

の授業が始まりました。

　まず、家族などの身近な人に当時の

話を聞くところから始めました。30 年前

の水害のことを、しっかりと聞いたのは

初めてのことでした。当時の新聞も読み

ました。当時の学校の文集には、子ど

もたちのお父さん、お母さんの作文が

載っていました。30年前だけでなく、昔

からここでは多くの災害が起きていたこ

とも知りました。

　夏休みには、子どもたちはグループに

分かれて、地区の人たちに聞き取り調査

を行いました。「30年前の災害の時はど

んな様子でしたか？」「どんなことを考え

ましたか？」「洪水を経験しても、常盤に

住み続けているのはなぜですか？」「今度

洪水の被害にあっても、ここに住み続け

ますか？」。夏休みに地域の家々を訪問し

て、話を聞きました。お会いした人の数

は授業全体で200人にのぼります。「再

び災害があってもここに暮らす。先祖代々

のふるさとだもの」という人がほとんどで

した。

　昔からみんなが助け合ってふるさとを

守ってきたし、自分の身近な人たちもそ

うやって立ち上がってきたことを子ども

たちは知りました。調べたことを地域で

発表し、これからは自分たちもそうして

いくのだという思いを持ちました。なぜ

なら、ここが自分たちの「ふるさと」と

知ったからです。「東北の人たちも、ふ

るさとに帰りたい気持ちは同じなんだ」。

常盤を大切に思う人々の思いに触れた

子どもたちの気持ちが、被災した人々の

気持ちに重なりました。

東日本大震災の被災地と
私たちの地域

　災害から何を学ぶことができるか。防災の視点から学ぶ、被災地の支援をする…様々な視点がある中で、5年生
担任の藤田先生が見ていたのは「それでも力強く地域を立て直そうとする人々の姿」でした。
　あの災害の甚大な被害で多くのものを失いながら、なぜそこへ帰りたいと思うのか…それが「ふるさとだから」。
ならば、なぜそのようにふるさとは大切なものなのか。5年生の子どもたちの学びは、災害の学びではなく、ふる
さとの学びとして深まっていきました。

災害から学ぶ「私たちの地域」

学習のきっかけ

東日本大震災の
記録を見て

1
もっと昔の水害の
ことも調べてみる 3

親戚や知り合い
に体験を聞く 4

30年前に活躍した
人の話を聞く7

東北の人たちも、
常盤の人たちと

ふるさとへの気持ちは、
同じなんだ！

そういえば、常盤地区も
昔から何回も水害に悩ま
されていたんだよね。

災害のたびにみんなで助け
合った素晴らしい歴史がある。
その後も常盤を守ろうという
気持ちにつながっているんだ。

270 年 前 の「 戌
いぬ

の 満 水 」
で犠牲になった人を供養し
たお地蔵さんだったんだね。

10
洪水学習で学んだこと
を冊子にまとめ、
地域の人たちに配布

常盤の護岸
工事の見学

●お父さんたちの小学生の頃の
作文があった！ こんなこと
思ったんだ

●おじいさんに聞いてみたらい
ろいろ教えてくれた　

●善光寺大地震の時も協力して、救助、
復興したというお話を聞く

地区の皆さんに
常盤への思いを聞く

8

地域の記録、歴史づくり

今度洪水が
起きたら

どうしますか？

「災害と常盤の人々」に
ついて講演を聞く

昭和 58 年の台風は常盤
だけなく各地で大きな被
害を出したんだね。

●『北信濃新聞』『信濃毎日新聞』
●客観的に災害の様子を知る

地域の誇りを知る

地域の人たちの
あたたかい心に触れる

　 大きな被害にあい、
つらい思い出があるのに、
どうして、もう一度そこに
住もうとするのだろう？

こんなにも大変な
体験だったのか……。

まとめ

暑いのに、
がんばってるね。

思いの
共有

家の人の
思い出を聞く2

9
また洪水が来ても、僕ら
も助け合っていきたい。

●『NHK 放映映像』を見る
●『信濃毎日新聞記事』を読む

生まれ育った
ふるさとだから、
住み続けたい。

驚き

発見

驚き

驚き

発見

すごい
人数！

↑震災で亡くなった人は
　これよりずっと多かった。

常盤の人たちは
昔から優しいんだ。

●学校近くのお地蔵さんの説明を
読んでみる

●推定被害者4000人……
　それってどんな人数？
　想像して描いてみる

●聞いた話を証言集にする
　29人の証言をまとめました

●消防団の人は何をしたの？
●なぜ水害が起きやすいの？
●学校の様子はどうだったの？　

6

当時の新聞記事
を読む 5

●復興する常盤
●災害に負けない！

飯山市主催の
「水害を語り継ぐ集い」

で市民の皆さんにも
発表しました。

昭和58年の洪水　飯山市常盤地区の様子

ぼくらも
常盤が大好き！

だから
ふるさとを大切に
していきたい！

どうして住み続けて
いるのですか？

生まれ故郷だから……、
思い出がある所だから
……じやないかな。　災害から立ち上がった私たちの地域

長野県

飯山市
常盤地区

新潟県

浸水した家 702 戸、水死したブタ 646 頭、水死し
たニワトリ 2250 羽、被害総額 55 億 1000 万円

飯山市常盤地区は千曲川沿いにあり、昔から何度
も水害に悩まされてきました。昭和 58（1983）
年にも千曲川があふれ、地区は泥の海となり、常
盤小学校も被災しました。

昭和58年の被害

地
域
で
生
き
る

2共感

グループごとに訪問。
約160人に聞きました。

2524



信州流 福祉教育 実践事例
福祉教育で みーんなしあわせ

地
域
で
生
き
る

2

地域とともに、地域で生きる

　長野市立櫻ヶ岡中学校では、総合的

な学習の時間で「地域を足場にした学

習」を行ってきました。校舎の改築の

ために切られてしまう桜の木を地域の人

たちにも覚えていてほしい、と最後の

花を押し花にして栞を作り販売する「さ

くらプロジェクト」に取り組んだほか、

地域の方々に協力していただいて「働くっ

て何？」ということを考える職場体験学

習なども行ってきました。

　「さくらプロジェクト」に取り組んだ２

年生が 3 年生になる時、先生方は気づ

きました。地域の皆さんに学んできた

けれど、生徒たちは、地域にそれほど

愛着を持っていないのではないか、と。

中学校を卒業すると、ますます地域と

の関係が薄くなってしまう。ここはかけ

がえのない「ふるさと」だということを

意識し、自ら「地域を知りたい、地域

のために何かしたい」と思ってほしい。

　そんな先生方の願いから、3 年生の

総合学習では、「知ろう 私たちの住む

地域 見つけよう 私たちのふるさと」と

いうテーマで活動をしていくことになり

ました。

　「 ふるさとサクラといえ ば、 何？」

……みんなで出し合ったものをもとに

テーマ別のグループを作りました。こう

して「創ろう・造ろう 私にとってのふる

さとサクラ～地域に発信！ サクラ○○

プロジェクト」（○○には、p.28-29 で

紹介する 6 つのテーマが入ります）がス

タートしました。

　具体的にどんな活動をしたらいいか

を話し合い、工夫して進めていきました。

普段なかなか会えない人、行けない場

所へも、勇気を出してアタックします。

最初は誰に話を聞けばいいのかさえ分

からないグループもありました。しかし、

まちに出ていろいろなものを見て、人に

会ううちに、課題や宝物、次の活動の

糸口が見えてきました。中学生だからこ

そできる関わり方もあれば、大人の社

会の現実に触れることもありました。

　小さな子どもたちからお年寄りまで、

いろいろな人に出会い、たくさんのこと

を教えてもらったり、挨拶をしてもらえ

るようになったりしました。人と話すと

きに、勇気を出して声をかけること、ど

うしたら伝わるのか工夫することも学び

ました。

　この学習は、3 年生の総合的な学習

の時間の半分以上にあたる約 40 時間

をかけて行う、大プロジェクトとなりま

した。

　「私たちのふるさとサクラ」。そう意識

して、地域に視線を向けたら、たくさん

の人が応え、助けてくれました。「それ

までは、地域は自分に関係ないと思っ

ていたけれど、この活動を通して地域と

の結びつきを強く感じた。これからは

積極的に関わっていきたい」。一人の男

子生徒が、卒業前にたくさんの大人た

ちの前でそう発表しました。活動を通し

て、大きく成長したのです。

3学年

→福祉教育とのつながりが生まれた

地域を足場に自立していく生徒を育む総合的な学習

「地域を足場に」とは・・・
①地域に学習素材を見つけ、地域とのかかわりの

　中で学習を深めていく。

②地域から見いだした課題をもとに、視野を社会

　全体や世界に広げていく。

③社会にある問題等から課題を見いだし、地域に

　戻って学習を深めていく。

地域を足場にすることで、より体験的であり、
実感を伴った学習が展開できる。

「働くってどういうこと？
～ふるさとサクラに働く人々の生き方に学ぼう～」
大まかな学習の流れ

＊「働くうえで大切なこと」検討会
　ビデオを見たり、自分で予想したりして意見を出し合う

＊「ふるさとサクラに働く方のお話を聞こう」
　まちの人たちから働くことや商店会などについて、話していただく

＊ふるさとサクラ探検隊
　学年で分担し、グループごとに職場訪問しインタビュー

＊職場体験学習
　（職場決定・事前打ち合わせ・当日・お礼状書き等）

　個人テーマを決定し、テーマに沿って体験・インタビュー

＊「働くってどういうこと？」私の結論!!　
　振り返りマップをかき、学年討論会で互いの意見を交換

2学年前期

「知ろう  私たちの住む地域
 見つけよう  私たちのふるさと」
大まかな学習の流れ

＊「ふるさとサクラといえば○○」
　○○に入るものを考え、学年集会で紹介しあう。知ってい

ること、もっと知りたいことを付箋に書き、ボードに貼る。

＊「ふるさとサクラ調べ隊」
　自分が調べたいことを決め、グループで検討しながら実際

に地域に出て調べる。討論会で調べたことを紹介する。

＊ふるさとサクラ調べ隊で学んだこと
　調べる中で知ったことや生まれ

た思いをもとに、これから自分
ができそうなことやしたいこと
を考え、紹介し合う。

2学年 後期

「創ろう・造ろう私にとってのふるさとサクラ
～地域に発信 !! サクラ○○プロジェクト～」
これまで（2学年）の実践を踏まえ……
生徒のふるさとサクラに対する思いの高ま

りを大切にしつつ、地域に対して自分がで

きることを探り、実行することで、地域へ

の所属意識を高め、自立できる生徒になっ

てほしい。

生徒が

「わたしにとってのふるさとはここにある」

という思いをもって中学校での学習を終え

られるように願って。

活　動

中間発表会

活動の振り返りと
今後の活動について

活　動

白櫻祭でのステージ
発表及び展示発表

中間発表会を受けて、
この単元の最終活動を
どのように締めくくるか
討議

●櫻ヶ岡中学校 小松保裕先生より

活動を通して、地域の方の温かさ、支えを感じることができまし

た。生徒たちが何かしようとすると、それに応えてくださる方

が地域にはありました。何でもやってみよう、やってみれば何とかな

る、という経験をして、大きな自信になったと思います。ある生徒が

言いました。「私が地域のことを気にするようになったら、地域の人

が私に寄ってきてくれるようになった」。顔を上げれば相手と目が合

う。目が合えば挨拶をして関係が始まる。私もそのことを、生徒たち

から教わりました。

　生徒たちもたくさんの人たちと出会ったし、地域の人たちを生徒た

ちがつなぐ場面もたくさんありました。私自身も、生徒たちのおかげ

でいろいろな人とつながることができました。地域に出会う、つなが

る、そして笑顔が生まれる、そういう福祉教育だったと感じています。

総合的な学習の時間◎テーマ

大まかな学習の流れ

「ふるさとサクラといえば…」 地域を足場にした総合学習
＊2013年2月2日「福祉教育のつどい」事例発表より

まとめと発表会

「私にとってのふるさとサクラを見つけよう !!」
３学年　総合的な学習の実践から

まちに出て、いろいろな人に
会うことで見えてきたもの

知ろう、見つけよう、
私たちの地域を！

地域の結びつきを感じて

地域を足場にした体験学習
「ふるさとサクラといえば…」

福祉教育実践ガイド 2012年度版より

長野市立 櫻ヶ岡中学校
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「ふるさとづくり」の授業で、おずおず
と地域に踏み出した中学生。顔をあげた
ら、そこには助けてくれる人がたくさん
いました。地域の人の力を借りて、活動
はどんどん広がっていきました。
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スタンプを集めたら
お土産があるよ！

淋しくなってきた商店街を
盛り上げたい！ 楽しい企画を
たくさん考えました。

まちのプロモーションビデオも
作っちゃった！

夏祭りには
金魚すくいだよね！

信大生とコラボ！

南向塚古墳のお掃除…
地元の住民自治協議会の
ホームページでも紹介しました。

謎の多い
古墳です。

櫻
おうちゅう

中のシンボルでもある桜で
押し花の栞

しおり

を作りました。

最後の花を
忘れないでね…。

歓迎してくれた！
うれしいなー！

お年寄り・子ども＝福祉
⇒ボランティアセンター！
…と思ったら

ボランティア「される」だけじゃないんですよ！
ここには元気なお年寄りがいっぱい来てます！

地元の皆さんの
思いを、発表！

いろんな意見があるんだなあ。
まちづくりも難しいんだ。

●夏祭りの参加、手伝い
●企画会議へ参加 ●商店街の人と交流
●スタンプラリーの企画実行
●七瀬通り商店街のPR

商店街を活性化させ、元気なまちに！ ●今後の開発について ●区画整理、住民意識
●開発前と開発後の変化 ●東口の公園開発
●開発の内容を知ってもらう

長野駅の東口開発を知り、
より良い まちづくりを！

●高齢者施設の訪問　歌、話、手伝い、など
●お年寄りに昔の遊びや料理を教えてもらう
●三世代交流

お年寄り・子どもを含め、
みんなが住みやすいまちに！

●七味を使った料理
●七味缶のイラスト
●イメージキャラクター作成
●おやきの調理、開発、ＰＲ
●りんごを使った料理、開発、ＰＲ

地域の特産品をＰＲ！
●放送局で櫻ヶ岡中学校をＰＲ
●信州大学ＹＯＵ遊フェスティバル企画・参加
●善光寺を世界遺産に
●長野駅周辺の見どころをテーマにタウン誌作成
●新しい市民会館のＰＲ 市民ワークショップに参加
●南向塚古墳の調査，宣伝

私達のふるさと サクラには　
こんなにた くさんの  

 人・もの・場所が ありました。

よーし、一緒にやろう！
立派な花壇にするぞー。

「創ろう・造ろう　私にとってのふるさとサクラ
～地域に発信！ サクラ○○プロジェクト」

●地域ごみ拾い、ごみ調査
●地域を花でいっぱいに
●桜の押し花作成
●桜の木を使って記念品の制作
●地域のバリアフリー調査

みんなが住みやすい地域に！

オリジナルキャラクター
「唐辛七味の助」。缶の
パッケージデザインに提
案させてもらいました。

地域環境チームのみんな～！
花壇作るの手伝って！！

会社のしくみや商品づくりの
コストのことなど初めて知った！

この桜の木も今はありません。

手をつないで
一緒に遊ぼう！

○○には
こんなテーマが

入ります

開発？ それとも
区画整理？

＊1993年度から続く長野駅周辺の土地区画整理事業

昔ながらの
商店街です。

地元テレビ局の情報番組
に出演させてもらい、学
校の PR をしました。

高齢者の方にいろいろ
なことを教えてもらい
ました。

長野のお土産といえば七味唐
辛子…「八幡屋磯五郎」の工
場長さんに会いに行きました。

いろんな事情で製品化
できなかったけど…

立場が違うと、
このまちの見え方も
違うんだね。

「ふるさとサクラといえば…」長野市立 櫻ヶ岡中学校
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地域とともに、地域で生きる

　辰野町立辰野中学校に近い辰野町

城前橋から、最寄りの JR 飯田線宮木

駅までの一本道「辰野町道１号線（通称：

城前線）」は、美しい桜のトンネルです。

　この並木道の桜は、1960年に母国に

帰国した北朝鮮（朝鮮民主主義人民共

和国）の方々が、辰野町に暮らした思い

出に、と植樹していったといういわれの

あるものです。

　この沿線の清掃と緑化活動には、早

くから辰野中学校の生徒たちが関わっ

ていました。苗木を買って植樹し、草

取りをし、季節になると花びらや落ち

葉の掃除をしてきました。50 年も続く、

辰野中学校自慢の地域活動です。

　この活動が始められ、そして継続し

てきた背景には、この特別な桜に対す

る思いがありました。

　活動を始めたのは昭 和 37年（1962

年）、当時の辰野中学校３年生の女子

生徒。生徒会活動の帰りに、偶然この

桜のいわれを知りました。当時の桜は

瀕死の状態。そこで、彼女は「自分に

できることをしよう」と、友人と草取り

を始めます。彼女の思いと行動は後輩

たちに引き継がれ、緑化委員会、そし

て生徒会の活動へと広がって行きまし

た。

　今では老木になり、元気がなくなって

きた、並木道の桜。沿線の住民の方か

らは「確かに花はきれいだけど、いい時

ばかりではない。最近は大きな枝が落

ちて危険。そろそろ伐採してはどうだ」

という声も挙がってきました。

　2010 年に、沿線にある辰野町ボラン

ティアセンターを中心に、桜の手入れ

を地域のみんなで考える「城前のサクラ 

長寿化プロジェクト」が始まりました。

　プロジェクトでは、桜についての勉強

会、苔落としなどの作業をしています。

また、2012年1月に開催された「協働の

まちづくりを進めるボランティア懇談

会」（辰野町ボランティアセンター主催）

では、地域の人々が桜について話し合

いました。辰野中学校もこのプロジェク

トや会議に参加し、地域の方々と出会

い、話し合う機会を持ちました。

　中学生が育ててきた並木道は、今で

はまちのシンボルとして人々に愛され、

また、いろいろな思いの出会う場にな

りました。桜を通して、沿線の空き家の

増加や高齢化の現実など、地域の抱え

る課題にも気づかされます。

　活動を継続し、また地域に広げてい

くためにどうしたらいいか、辰野中学校

の皆さんは今も考え続けています。

辰野中学校と「城前の桜」

一人の女子生徒の思いから

城前のサクラ
長寿化プロジェクト

MAP

50年続く自慢の伝統活動
町道の「桜トンネル」を守ろう！

やまびこだより No.13■（2014年度）より

辰野町立 辰野中学校

ホタルの里として知られる上伊那郡辰野町。まちなかにある城
前橋から JR飯田線宮木駅までの町道は美しい桜並木の一本道
です。辰野中学校では、50年間にわたって、この桜の美化活
動に取り組んできました。桜並木の周りには、地域の人々のい
ろいろな思いがあります。みんなの思いが引き継がれ、つなが
りながら、まちは育っていきます。
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桜並木はまちのみんなのもの
みんなで協力したら

みんなが喜ぶ、桜も喜ぶ！

桜並木の掃除は辰中の伝統的活動に！

やがて、桜並木も老木化が進み……

辰中生徒会に緑化委員会が発足

辰野中学校3年生の女子生徒が、
友達と2人で桜の草取りを始める

辰中生みんなで桜を育てようと呼びかけ

朝鮮民主主義人民共和国（北朝鮮）
の人たちが母国に帰国の際、記念
として城前線に桜の木を植える。

その後…桜並木は大きく育って、
見事な桜のトンネルになりました。

いろいろな立場の、いろいろな思いがある。
だからみんなで、桜のことを話し合おう！

「協働のまちづくりをすすめるボランティア懇談会」開催

2010 ～
「城前のサクラ 長寿化プロジェクト」始動

立場が違えば
見方も違うんだ。

思い出の桜が
枯れそう…

町の整備が行われ、桜並木は見慣れた風景
となり、桜並木のいわれも次第に忘れられ
てしまいました。

いろんな人と「桜」に
ついて話をしました。

地域の人と一緒に
考えました。

幹や枝の苔落とし

地域の人と一緒に
取り組んでいます。

桜の木のカルテ作り

桜がもっと元気に
なるようにしたい。

後輩にも桜並木のいわれを
知ってもらい、これからもま
ちの人たちと一緒に守り育て
ていきたいです。

辰野中学校生徒会役員（2012 年度 ）

桜並木だって、いいことばかりじゃない。

桜はきれいに咲くけれど、
沿線の人の気持ちは
複雑……

1960

1962

1963

1964

1965

1970

年

このまちを思う北朝鮮の
方の気持ちがこもった
大切な桜だったんです。

野澤長子さん

活動を始めた当時の女子生徒

辰野町「城前線」桜並木の物語

●辰野中学校生徒会顧問  山本訓子先生より

「先輩から引き継いだ活動だから続けていく」というだけ

で取り組むのではなく、「なぜこの活動が大切なのか」

ということを全校が理解した上で、新しいアイディアを加えな

がら生徒会として取り組んでいけるようなサポートが顧問とし

ては大切だとあらためて感じました。

　今年度、ボランティアセンターの方々に間に入っていただき、

様々な活動を地域の方と一緒にさせていただいたことで、生

徒達は地域の方々の願いや先輩方の願いを受け継ぎ、これま

で以上に桜並木を大切にしていきたいという気持ちを強く持っ

て積極的に活動に取り組んできました。生徒達には卒業後も

気持ちを大切に持ち続けていってほしいと思います。

　今後も地域の皆さんと一緒になって大切な桜並木を育てて

いってほしいと願っています。

辰野町
ボランティア
センター

「城前線」
桜並木

J
R
飯
田
線

国
道
1
5
3
号
線

辰野中学校辰野中学校

至
辰
野
駅

至
塩
尻
・
松
本

至
伊
那

至
伊
那

至
岡
谷
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地域とともに、地域で生きる

地域に暮らすさまざまな人とともに学ぶ
地域とつながろう！

長野市立 綿内小学校

福祉教育実践ガイド 2011年度版より

オレシャさん
ようこそ！
みんなで歓迎。

ちょっぴり
恥ずかしいな。

ロシアってどんな
国なんだろう？

結婚してロシアから長野に来た

オレシャさんとの交流

カメラを持って、まちの人にイン
タビューして、お宝を探そう！
みんなの知らなかったことや
おもしろいところがいっぱい！
地域の人たちはたくさん
お話してくれたんだ。

カメラで動画……
緊張するぅ～。

そうなんだよ。

ロシアってどんな国？ 
クイズやダンスをしたよ。
その後もお母さんたちとオレシャさんは
とても仲良しになって、
何度も集まって楽しいことをしているよ。

事前にクラスの子どもの家で
お母さんたちもオレシャさんと
交流しました。
 すっかり仲良しに！

すぐに
仲良くなれるよ。
ほら、積み木だよ。

おにいちゃんの
背中は

楽しいなぁ～。

うう……
お、重い。

あひるっこ(未就園児サークル)との交流

最初はドキドキ、
でも小さい子は
かわいいなぁ～。

地域には小さい子もたくさん暮らしているよね。
小さい子と一緒に遊んでいると優しい気持ちになるよ。
お母さんたちも仲良しになるんだ。

共生の街づくり NAGANO
柳中セミナー

長野市立 柳町中学校

　柳町中学校では、2 年生全員が「柳
りゅう

中
ちゅう

セミナー」という教科・クラスを超え

てまなぶ授業があります。テーマはいろ

いろ。「近未来予測セミナー」「写真で

語る長野」「○○な体になりたい！」「釣

り」「共生の街づくり NAGANO」…並

んだテーマを見るだけで、いったい何が

起こるのかワクワク。自分で興味のある

テーマを選んで、地域の人との交流の

中からまなびます。テーマを見つけ、出

会い、体験し、工夫し、話し合いなが

らまなんでいくこの「柳中セミナー」は、

実は様々な教科の学習もその中ででき

てしまうという、楽しい授業なのです。

出会い、気づき、動き出す心

ボランティアセンターを訪問 環境のことを
考えている人たちは
みんな熱いなぁ～。

私たちならこんなふうに
考えるよ。

あれぇ～？
点字ブロックが

壊れてるよ。これじゃ
視覚障がいの人たちが

困るよね !?

車いすで街にでてみよう

ごみがいっぱい！

公園が雑草で
ぼうぼう！

高齢の方が集まる
施設がある！

柳中ボランティアの
人たちがいる！

地域に暮らす私たちの道は
始まったばかり。
ゴールへの道のりは……

街を
きれいに
しよう。

なんとか
したいなあ。

会いに
行こう！想いを

きこう！

まずは全体の流れのおさらい。

福祉・ボランティアがテーマの
「共生の街づくりNAGANO」は

こんなふうに行われました。

1 ボランティア
センターに

行ってみよう

3

車いすで
街にでてみよう

5
みんなで話し合う

4

見てきたことを
知ってもらおう！

7

ゴールへ向かって
8

先生から
各セミナーの案内

START 　
テーマの決定

2

みんなの
前で発表。

共生って
なに？

ここにしよう！
何をするのかな？

ボランティア、
福祉ってなに？

ボラセンって
なに？

私たちにできる
ことってなんだろう？

少しずつでも、
前に進んで
いこう。

つづく。

共生の街づくりNAGANO

街に出てみると…

6

障がいのある人の気持ち、
不便なところ、わかるかな？

小さなことを、
ほっとかないこと！

ボランティアのことを教えても
らったり、ボランティア活動を
している人たちと話をしたり。

何回も話し合います。 初めてのパワーポイントで
スライドも作りました！

福祉教育実践ガイド 2011年度版より

ゴミ拾いをして街をきれいにしよう

●柳町中学校担当  油井桐子先生より
まず生徒たちには、「福祉＝自分の身近に

あること」と気づいてもらい、体験を通し

て地域の課題に自ら気づき、自ら動ける

人になってもらいたいと考えました。地

域に出たことで、視野が広がり、発想を

豊かにすることができました。

ボランティアグループの皆さんは、
わかりやすく丁寧に活動やその想い
を話してくれました。

ボラセンでは、まずボランティアの語
源「Volo」の意味から教わりました。
意外と知らないボランティアの本当の
意味。もっと自由でいいのかぁ～。自
分から動くってことかぁ～。発見が
いっぱいありました。

初めてボランティアセンターを訪れまし
た。「ボランティアってなんだろう？」
から学習しました。

さて、では自分たちの住んでいる
地域はどんなところなんだろう。

ちょっとした
段差でも車いすは
たいへんなんだ。

力も要るね。

公園で出会った娘さんとお母さんか
ら、いろんな話を聞きました。街に
出るとそこで暮らす人たちと出会え
ます。あたりまえだけど、授業で行
くと違って見えるね。

通りによってゴミの
種類が違うことも発見！
ポイ捨てしないように
呼びかけるポスターを
作ったらどうかな？

公園の雑草を刈って、花を植えよう

ここは昔、
学校だったん
ですか？

地域のお宝探し

高齢者、赤ちゃん、障がいのある人、外国から来た人など地域にはさまざ
まな人が暮らしています。綿内小学校 3年礼組は、地域に暮らすさまざ
まな人と関わりながら、地域とともに子どもが育つ取組みをしています。

地
域
で
生
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る
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●綿内小学校 3 年礼組担任  島田和政先生より

綿内小学校に赴任したばかりの４月。ボランティア活

動をとおして、子どもたちと保護者と一緒に、地域

の方々との交流をしたいと考えました。ボランティアセン

ターの協力を得て、高齢者施設、子育てサークル、外国か

ら長野に来られた方との交流、地域探検など、子どもたち

は地域に飛び出していきました。

　子どもたちには、大人が計り知れない力があり、ふだん

は出会えない人たちとでもいつの間にか仲良くなっていき

ます。遊びや交流の中から、体全体、心全開で地域をまな

んでいきます。

　そんな様子を見ていると、子どもたちにとって地域に出

て行くことは、学校の中や授業だけでは得られない大切な

まなびになっていることを実感します。

　また、保護者の力も大切なポイントです。保護者の力を

借りることで、学習は深まり、広がります。保護者自身も

子どもたちのまなびを間近で感じることができ、地域を知

り、多くの方と出会うことができます。

●長野市ボランティアセンターより

島田先生は、前任校でも子どもたちと地域に出てさま

ざまな人と関わりながら、小さな子どもや高齢者と

の交流、地域の課題を発見するまち歩きなどをしていまし

た。やりたいことを思いつくと、すぐにボランティアセン

ターに連絡があります。「こんな人はいませんか？」、「こ

んなことをやりたいんだけど、どんな風にしようか？」な

ど。ボランティアセンターでは、先生が子どもたちに何を

まなんで欲しいかを聞きながら、一緒に考えます。

　３年生は「綿内の時間（総合的な学習の時間）」で「自

分たちの地域を探検」します。平成 22年度は、ボランティ

アセンターで進めている住民ディレクターの取組みをその

時間に合わせて実施しました。

　子どもたちは大人よりずっと好奇心があり、大人にはな

いような視点を持っています。また、取材を受ける大人も、

子どもたちが地域のことを知りたいと思う気持ちを受け止

めて、たくさん話をしてくれます。

　後日、出来上がった映像を見る会を開き、ふだん何気な

く目にしている地域にも、たくさんのお宝や人材があるこ

とを地域の方も子どもたちからまなぶことができたようで

す。

保護者・地域とともにまなぶ 地域の人々のまなびとして
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地域とともに、地域で生きる

　５年生にあがるときにクラス替えがあ

ることを考えると、学年全部のお母さん

たちが仲良くなってもらえたらいいなぁ

～と考えた先生。そうだ！ 去年やった

「住民ディレクター」（p.33）を学年で

やろうと思い立ち、さっそく「今年もや

りたい！ぜひ、学年で」と社協に相談。

学年全員？ と不安もあったが、先生の

気持ちを聞き、コーディネーターも協力

することに。

　クラスを超えて班を作り、そこに保護

者やボランティアが２～３人ついて地域

へ取材に出かけました。取材先は保護

者から募集、リンゴやレンコンの農家、

寺をはじめ、学校がある若穂地区の歴

史や文化、暮らしを語ってくれる人を訪

ねる 10 のコースとなりました。

　授業は社会科を中心に構成され、必

ずしもボランティア・福祉学習の位置

づけではありません。が、子どもたちが

学んだことは、地域の「暮らし」「歴史」

「文化」などさまざま。「暮らし」では

廃線になる長野電鉄屋代線 ( 平成 24

年 3 月 31 日廃線 ) の線路やりんご農家

の苦労、「歴史」では昔あった山火事や

水害、地域に尽力した人の逸話など、「文

化」では安来節や昔話の紙芝居。親や

先生も知らなかったことを地域の人は

教えてくれます。地域の人は、改めて子

どもに語ることで自分や自分の地域を

見つめなおします。

　また、カメラを持って「取材」という

行為を付加したことで、子どもたちはど

う見せるのか、どう聞くのかなど考え、

話し合いながら、コミュニケーションを

とり、能動的な姿勢をみせてくれます。

　出来上がった動画は、参観日などで

保護者にもみてもらい、学校がどんなこ

とを目指し、どんな授業をしているのか

を伝えることもでき、親も地域を知るこ

とができました。さらに、2 月には、市

内の住民ディレクターが一堂に会する

映像祭にも出演。子どもたちと地域の

人々の出会いはさらに多くの人に伝わっ

ていきました。

カメラのちから

地域のみなさん、大いに語る！

住民ディレクター

農家の
おばさん

農業と人生を語る
お話を聞く

伝
え
た
い
こ
と

お
話
を
聞
く

紹介

収穫してみる！

見せてもらう

昔の道具を
使ってみる

取材！

取材

リンゴづくりの
おじさん

メダカ池の
おじさん

安来節の
おじさん

お寺

社協

レンコン畑

お母さんたち

ぼくらの若穂、
すご～い！

教
え
る

文
化
伝
承

大人って
かっこいい！
すごいな～

綿内小学校

お母さんたち

付き添い
ボランティア

地域の人

福祉教育相談

住民ディレクター（提案）

紹介

若穂地区

●長野市ボランティアセンターより

こういった授業の展開は学校や社協

だけでできないところにポイントが

あります。保護者・地域内外の協力者が

かかわることで学校が開かれ、その結果

子どもたちを見守る大人が増えていきま

す。これは、地域にとっても福祉教育です。

さまざまな体験、対話と伝承
数珠つなぎ！ 人から人へ

レンコンの花ってこんな
ふうになるのか～。

つながりマップ

●綿内小学校 4 年礼組担任  島田和政先生より

地域ではさまざまな人が暮らし、長い時間その暮らしを紡いで

います。そのことを知り、たくさんの人と出会うことで、子ど

もたちは教科の学習では学べない地域の姿を学ぶことになります。

それを支える教師と保護者、そして地域のみなさん。出会い、顔

を覚えて関係が作られていきます。映像という媒体を使い、子ども

たちの目を通して地域を見ることで、大人も同じ時間を共有します。

そこから、クラス替えしたあとも保護者同士や地域と子どもたちの

かかわりが深まっていく可能性が見えました。

話を聞くのも真剣、カメラも真剣。

打ち合わせは入念に。
時間配分・役割分担……。

子どもディレクターになって、番組をつくろう！
まちのお宝番組をつくろう！

長野市立 綿内小学校

やまびこだより No.124（2012年度）より

ビデオカメラを持って地域の人にインタビューして
番組を作る「住民ディレクター」。前年は１つのクラ
スで取り組んだ子どもたちが、今年は学年全員で飛
び出しました。カメラというツールを手に飛び出し
てみたら、たくさんの学びと出会いがありました。

●用意するもの●
まち歩き用

□地図　□カメラ（動画付き）

□水筒　□画板　□ノート □筆記具

□笑顔　□知りたい気持ち

情報収集（下調べ）1
お宝探しの取材に出発4

みんなでお宝を見せ合おう！5

みんなでお宝を分け合おう！6

●子どもディレクターの進め方●

気づいたことを整理しよう7

まちのいろいろな人にインタビュー！
家族やご近所の方から地域の中で「こ

んなステキな所がある」「こんな面白い

人がいる」といった情報を集めよう！

グループ（班・チーム）分け2

インタビュアー（お話を聞く）係、

カメラ係、メモ係など役割を決める

取材先の決定、準備3

・取材させていただく方に事前連絡

・どんなことを聞きたいか（知りたい

　こと）考えてメモをしておく

集めたお宝の映像や写真を見てみよう

番組や地図、新聞にして発信しよう

まちのお宝を大切にするための方法

や、もっとよくしたいことを考えて、

できることを提案しよう。

あると便利

□ビニール袋

□録音用レコーダー

●綿内小学校 4 年礼組

　児童のお母さんより

学校へ行くのは、問題がある時とか注意

される時、というマイナスイメージが

あったのですが、子どもが幸せに思うこと

を一緒にやりませんかと誘っていただいて、

学校に対する気持ちが変わりました。声を

かけて頂いたことで、親も、地域の人も一

歩踏み出すことができました。

「住民ディレクター」の活動の目的は、
立派な番組を作ることではありませ
ん。カメラを通して見たもの、感じた
ことを伝える、提言する、ということ
に意味があるのです。

長野市映像祭に出品しました。たくさんの人にまちのいいとこ
ろをアピールしました。

地
域
で
生
き
る
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地域とともに、地域で生きる

地域の人と、地域の伝承を「お芝居」に
伝えていこう！ 地域の物語

やまびこだより No.132（2014年度）より

　長野市古牧地区は、長野駅東側に広

がる一帯で、昔ながらの農家や田んぼ

が残る一方、ビルや新しい家が急速に

増えた地区です。この地区にある3つ

の小学校（古牧、緑ヶ丘、南部）では、

例年持ち回りで民話劇「にとはちさま」

を上演しています。

　「にとはちさま」とは、今から340年

ほど前、越
お っ そ

訴（幕府への直訴）という手

段で善光寺平の村々の窮状を訴え、村

の人々を救った若者「助
すけ

弥
や

」の物語で

す。

　村の人々のために訴えを起こし、罪

人となって処刑された助弥のために、

当時の人々は祠や神社を建てました。

村の人々はそれを彼が訴えた「二
に と

斗八
はっ

升
しょう

の年貢」にちなんで「にとはちさま」

と呼び、語り継いできました。それは、

当時の人々のひそかな感謝のしるしで

した。

　2002年の長野市制100周年の機会に、

この物語が児童劇として初めて上演さ

れました。それをきっかけに、地区内

にある３つの小学校で、毎年持ち回り

でこの民話劇が上演されることになっ

たのです。本年度第13回公演は南部小

学校4年生から6年生の有志16名による

「劇団スター」が演じました。

　「にとはちさま」の物語は、小学生に

よる上演が始まった当時、地域の人々

にも忘れ去られていました。高齢の方

は、娯楽が少なかった時代にお祭りで

お芝居が上演されていたこと、「にと

はちさま」にちなんだ商品が行商で売

られていたことなどを覚えていました

が、今ではそのような機会もありませ

ん。

　昔の人たちが必死で守ってきた土地

に今自分たちは生きているというこ

と、ふるさとの「土」を守って、これか

らも生きていくということ、みんなが

生きていくために、知恵や力を出し合

うこと、みんなの幸せのために正しい

と思ったことのために勇気を持って行

動すること…地域の人々が大切にして

きたそれらのメッセージは、時代が移

り変わった現代でも、子どもたちに伝

えたい。そうした地域の大人たちの思

いに、学校が協力することで、この劇

の上演が続けられてきました。

「にとはちさま」への地域の思い

語り継がれてきた伝承を
児童劇として復活

菅沼 翔くん

私たち、自分たちの子どものよう
に真剣に叱りますからね。でも、「に
とはちの人だ」って、成長した後
も覚えててくれたりするのが楽しい
ですね。 最初は、こっちが声をかけないと動か

ないし、これで芝居なんてできるのか
なって。でもそのうち自分たちで動くよ
うになって、変わってきたかな。終われ
ば先生たちが感心するほど子どもたち
は成長したと先生たちも言っています。

演出
劇団空

から

素
す

小池晃弘さん

緑ヶ丘小学校 OB
高校3年

高池貫太さん

地域の伝承を掘り起こし

児童劇としてスタート

発見

協働

継承
「にとはちさま」の
メッセージを共有

第1回「にとはちさま」公演 喜び

気づき

またみんなと一緒に
やってみたかったから
手伝いにきています。

今回は裏方だけど楽しい。

台本読み合わせ

なんども稽古

南部小学校校長

山岸敬明先生

保存会

学校

子どもたち

参画 学び
保存会の設立

成長

2001年度に古牧地区長野市制100周年記
念事業で、「今後も何か残せるものを」と“南
高田に伝わる「義民助弥」の物語を地元の児
童劇として継続しては”の声が起きスタート。

にとはちさま保存会

PTA

3つの小学校で毎年公演

感動
「にとはちさま」の

おかげで
地域を見直すことが

できました。

みんなで
この地域を大事に
守ってきたんだ！

助弥さんは
やさしくて

勇気のある人！

この場面では、
この人はどんな

気持ちなんだろう。

指導は
厳しいけれど、

みんなで演じるのは
すごく楽しい！

保存会の人たちも
真剣だ。僕らも

一生懸命やろう！

助弥さんが観たら
喜んでもらえるように
がんばって演じたい！

助弥さんたちの
ような人がいたから、
僕たちもここにいる！

古牧小学校 OB
中学１年

本番前、衣装を繕う保存会の方
の姿が、助弥の母親のようでし
た。この地域の皆さんはこうし
て土を守り、子どもを育み、地
域への思いを静かに燃やしてい
るんだと思いました。

しっかり食べて、
午後の練習を
がんばろう！

お宝
地域の拠り所

地域の
大切なもの

「にとはちさま」 義民 助弥の物語

私たちも
大事にして

いかなくっちゃ！

本番 発表

キーワードは、

　　　長野市古牧地区の人たちが大切にしてきた物語「にとはちさま」。
地区の保存会の人と一緒に、長野市立古牧小、緑ヶ丘小、南部小の
3小学校が毎年順番に「にとはちさま」の劇を上演しています。
第13回目の2014年は、南部小学校の「劇団スター」が上演しました。

「
に
と
は
ち
さ
ま
」の
物
語
を
上
演

地
域
の
み
ん
な
の
幸
せ
を
願
い
、
勇
気
を
も
っ
て
行
動
し
た

お
ら
が
こ
の
村
の

人
々
を
救
っ
て
や
る
！

第8回公演  古牧小学校

第12回公演  緑ヶ丘小学校

 長野市古牧地区
長野市立 古牧小・緑ヶ丘小・南部小学校

ほ
ら
、

「
に
と
は
ち
さ
ま
」
の

祭
り
ば
や
し
が

聞
こ
え
る
！

子どもたち

地域の継承

協 働

参 画

地域の担い手

地域の人と、地域の伝承を「お芝居」に　
私たちは、何を大切にしてきたか…
地域の願いを共有する

第13回公演  南部小学校

本当にあった
お話なんだね。

緑ヶ丘小学校の近くに
あるにとはちさまの

「天神社」へ。

衣装、時代考証

西澤壽夫さん

地域のために
がんばった人たちが

いたんだね。

学 校

土を愛することは、ふるさとを愛すること。
その気持ちを忘れたら、人は生きていけない。

「地域を知る』ではなく

「参加』ではなく

「協力』ではなく

●南部小学校 第 10 回公演時の担当 新井篤子先生より

　3年前は6年生全員で演じました。地域の歴史を知っていこう

という学びに位置づけ、社会、国語、総合の時間とつなげなが

ら進めました。演じる中で、当時の人間関係や厳しさを感じる

学びができました。

　助弥さんがいたからこそ、今の自分がいる。そんな命のつな

がり、苦しい時代の仲間との心のつながり、正しいと思ったこ

とは行動に出るような生き方を受け止めていました。

保存会

地域の継承、協働、参画

地
域
で
生
き
る
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地域とともに、地域で生きる

上松中学校には、1990年に始まった

郷土芸能部があります。2012年度

は、３年生を中心に希望者を募り、夏休

みから週１～２回の割合で活動をしてい

ます。

　郷土芸能の内容は、お祭りの前夜祭

などに行う「獅子舞」や歌舞伎の「白浪

五人男」などです。町に古くから伝わ

る芸能で、「上
かみわかれん

若連」という神社のお祭

り組織の方々が中心となって行ってい

ます。練習には上若連の方々が来てく

ださり、獅子の動きや太鼓・笛のリズ

ムなどを丁寧に指導してくださいます。

部員の中には、卒業後、上若連に入って

活躍している人も多く、指導者も皆上松

中学校の先輩です。

　秋の文化祭と町の芸能祭が発表の場で

す。上若連の方に和服の衣装を着せてい

ただき、腕には白
おしろい

粉も塗っていただい

たので本格的な発表になりました。

　「これからも郷土芸能に関わっていき

たい」と語る生徒の多くは、いつか地域

が誇る伝統芸能の担い手として活躍し、

ふるさとをもっと元気づけたいと願っ

ています。

地域に元気を！
伝統芸能を引き継ぐ一員として

上松町立 上松中学校
やまびこだより No.123（2012年度）より

南木曽小学校では、田
た

立
だち

小、

蘭
あららぎ

小、読
よみかき

書小の三つの小

学校が統合して６年目を迎えまし

た。統合をきっかけに、遠足では

６年間のうちにすべての地域を訪

れています。

　また、生活科や総合的な学習

の時間では、「南木曽と木」「南

木曽と水」「南木曽と道（中山道）」

といったように、南木曽町の豊かな自然

や文化・歴史を題材にして、学年ごとに

テーマを決めて地域と関わりながら魅力

ある学習をしています。

　このように、たくさんの地域の方々との

「触れ合い」「体験」を通して、南木曽の

誇れる宝を発見しています。

南木曽町のお宝発見！
魅力ある「触れ合い」「体験」を通して

南木曽町立 南木曽小学校
やまびこだより No.126（2013年度）より

箕輪西小学校には、平成４年に始まっ

た古田人形クラブがあります。今年

度は４～６年生の 22 名が参加し、課外活

動クラブとして 21 年目を迎えました。古

田人形芝居保存会の先生方にご指導いた

だき、11 月の校内発表会・12 月の定期

公演に向けて、練習をしています。

　演目は、女の子が生き別れの両親を訪

ねる話「傾
けいせい

城阿
あわの

波鳴
なると

門・順
じゅんれいうた

礼歌の段
だん

」で、

語り役や人形役・口上など多くの役割で

構成されています。一つの人形を３人の遣

い手で操作するのですが、人間の動きに

少しでも近づけられるよう

に細かい工夫が必要です。

　また、全員が心を一つに

して、集中して演じないと

いい発表にはなりません。

これからもみんなでしっか

り練習して、見る人の心に残る発表になる

ようがんばりたいです。

　300 年近い歴史の中で何度も消えかけ

たことがあったそうですが、卒業した先輩

の中には、箕輪中学校古田人形部や保存

会に入り、この大切な文化を守ろうとがん

ばっている方もいます。私たちも、長い歴

史と伝統に支えられ、地域や先

輩の方々の努力で続いてきた古

田人形芝居を大切にしていきた

いです。そして、次の世代へと

伝えていけたらいいなと思って

います。

地域の伝統芸能を受け継いで
長い歴史と伝統に支えられた古田人形芝居

箕輪町立 箕輪西小学校
やまびこだより No.124（2012年度）より

上若連の方から指導をうける
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二人で舞う

定期公演

人形役練習

田立地区でのお茶摘み

読書地区での林業体験

パンフレット配り

仁科台中学校生徒会では、役員と会

員有志が、20 年以上にわたって８月

に行われている福祉施設（鹿島荘）の納

涼祭にボランティアとして参加しています。

　前日の会場作りでは、夏の日差しが照

りつける中、テントの設置や七夕飾りをし

ました。当日の運営では、利用者の方と

カラオケやゲームをして楽しみました。

　利用者の方から「ありがとうね」とか、

職員の方から「若い力のおかげでとても助

かりました」と

いった感 謝 の

言葉をいただいたこ

とを通して、「私たちも地域を支える一員

になれたな」と実感することができました。

　参加した有志の一人は「前からボラン

ティア活動に関心があったので参加しまし

た」と志願理由を言っていました。

　地域の方々に感謝の気持ちを行動で表

し、信頼してもらえる活動を今後も継続し

ていきたいと思います。そして、地域のた

めに中学生ができることを生徒会活動の

一つの柱として継続していきたいと思いま

す。

中学生がイベントスタッフに
施設の納涼祭で活躍 やまびこだより No.131（2013年度）より

大町市立 仁科台中学校

利用者さんと一緒に

テントの設置

イベントの打ち合わせ
地域の方が

たくさん来て
くれるといいな !!

地域の皆さんに
も観ていただき
たいです。

ありがとうね。

七夕の飾り付け

下諏訪町では、子どもが主役となっ

て地域や社会について考える「し

もすわ未来議会」が行われています。こ

こでは町内の中高生が議員となり、町

をより活性化させていくための計画を

町長に提言しています。

　2012年度には、「町を訪れる方々を

『おもてなしの心』をもって迎えたい」

と考えた中学生議員から「町中を花でい

っぱいにできないか」という提言があり

ました。

　そこで、翌年度、町を挙げての「花い

っぱい活動」として「しもすわガーデン

プロジェクト」が始動しました。町内の

小中高特別支援学校６校みんなで協力

して、町のあちこちを各学校で育てた

花で飾りました。

　今年から、「さらに町を花いっぱいに

しよう」と、学校で育てた苗を町民の方

に配布したところ、多くの方が笑顔で

花を持ち帰ってくださいました。

　現在は、町歩きイベント「三
さんかく

角八
ばっちょう

丁」

を盛り上げるため、そこで飾る花を育

てています。下諏訪中学校では、昨年

と同じく諏訪大社下
しもしゃあきみや

社秋宮前の「大
たいしゃ

社通

り」に飾る予定です。地域の方や観光客

の方が明るい気持ちになってくれたら

と思い、大切に育てています。

　今後もこのように地域や他の学校と

つながりをもって活動の場を広げてい

けたらと思います。

花いっぱいの元気な町に 
学校同士で協力！ しもすわガーデンプロジェクト

下諏訪町内の小中高特別支援学校6校
やまびこだより No.133（2014年度）より

きれいに
咲いて

よかったぁ！

町の方に育てた苗を配布しもすわ未来議会で提案

プロジェクト始動

みなさんに
喜んでもらえる
と嬉しいです！

花が咲くのが
楽しみだね。

妻
つまごじゅく

籠宿は
いいところ
ですよ

3938
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豊田地区は唱歌「ふるさと」

を作詞した高野辰
たつ

之
ゆき

博士

の生誕地です。「ふるさと」には、

豊田の地の情景が歌われていま

す。この「ふるさと」の地をきれ

いに保つために、豊田中学校で

は様々な活動を行っています。

　その一つが38年続く「 斑
まだら

尾
お

川
がわ

清掃」で

す。曲の中に「小鮒釣りし　かの川」と

ありますが、それはこの豊田地区を流れ

る川のことで、上流では斑
はんがわ

川、下流で

は斑尾川と名前を変えます。「♪水は清

き　ふるさと」と歌われるように、斑尾

川を美しい清流の

まま残しておこう

と38年前に生徒会

で始めたのがきっ

かけです。現在で

は、川の中だけで

はなく、川辺のゴ

ミ拾いも行っています。持参したゴミ袋

は、ペットボトルやビニールゴミでいっ

ぱいになります。

　昨年度は、豊田中学校の１年生と永田

小学校の1、2年生とで高野辰之記念館の

清掃を行いました。最後に「ふるさと」を

一緒に合唱し、交流会をしました。

　自分たちの力でいつまでもきれいな

「ふるさと」の豊田の地を守れるよう、こ

れからも清掃活動を続けていきたいと思

います。　

唱歌「ふるさと」の発祥地をきれいに
38年続く斑尾川清掃 やまびこだより No.133（2014年度）より

平安時代の須坂は「椚
くぬぎはら

原荘」と呼ば

れていたことから、須坂小学校の

校章にはくぬぎの葉が３枚使われ、総合

的な学習の時間は「くぬぎの時間」と呼

ばれています。３～６年生が交流する縦

割り活動では、地域の方々を講師に招き、

５つの講座が開かれています。

　「福祉体験講座」では、社会福祉協議

会の方々が講師になってくださいました。

学校の近くにある施設のお年寄りと交流

したり、お年寄りのことを知るために「高

齢者疑似体験」や「車いす体験」をした

りしました。

　このほかに竹とんぼ

や水鉄砲を作って遊ぶ

「昔の遊びに挑戦講座」、

地元の料理「こねつけ」

などを作る「郷土料理

講座」、昆虫や植物、岩

石を調べる「鎌田山講

座」、お囃子を教えてい

ただく「神楽・笠
かさほこ

鉾講座」があります。

　地域の先輩である講師の方々からは、

「子どもに教えるのはとても楽しい」「目

を輝かせて話を聞き、真剣にやっている

姿を見ることは元気の源だ」とお聞きし

ました。

　地域の方々との関わ

りを通して地域の良さに

気づき、須坂の伝統を

受け継いでいくことの大

切さを教えていただいて

います。

地域に学ぶ「くぬぎの時間」
地域の先輩方とのふれあいを通して

須坂市立 須坂小学校
やまびこだより No.126（2013年度）より

喬木中学校は、「仁
じん

慈
じ

～情けは人の為

ならず～」という学友会（生徒会）テ

ーマのもと、各委員会が様々な活動を行っ

ています。

　福祉リサイクル委員会では、毎年、喬木

村社会福祉協議会と喬木悠生寮（障がい

がある方の施設）の主催による「サマーチ

ャレンジボランティア」に参加しています。

今年は、小学生との交流、障がい者スポー

ツ体験、飯田人形劇フェスタのスタッフ、村

のボランティアセンターを考えるワークショ

ップなどの活動をしました。

　10月には村の文化祭で開催された「ボラ

ンティア横丁」に、ボランティアグループの

方々のお手伝いとして有志40名が参加しま

した。地域の方々には、「中学生の元気で

その場が明るくなる」「これからも期待して

いるよ」という、嬉しい声をかけていただき

ました。

　はじめは「委員だから」「友だちが行くか

ら」という何気ないきっかけで参加しました

が、終えてみると、「自分がしたことで誰か

が喜んでくれるのは嬉しい」と思いました。

　地域の方 と々関わることを通して、「情け

は人の為ならず」ということを実感しました。

仁
じ ん

慈
じ

 ～情けは人の為ならず～
地域のボランティア体験を通して

喬木村立 喬木中学校
やまびこだより No.135（2014年度）より

泰阜中学校では、2004年度から生徒

会主催で行っている土日のボラン

ティア活動の一環として、ゴミ拾い活

動をしています。平成22年11月からは、

村内に拠点を持つ『NPO 法人グリーンウ

ッド』の方々にご協力いただき、不定期

ですが天竜川の河川清掃も始めました。

　それまで行っていた道路沿いのゴミ

拾い活動では、タバコの吸殻や包装用

ビニールなど細かいゴミが多かったの

ですが、河川清掃では、種類や大きさ

の違うゴミがたくさんありました。不

法投棄されたと思われるゴミも多く、

「誰がこんなところに捨てたのだろう」

という疑問の声もあがりました。

　ゴミ拾いはよい活動ですが、拾った

ゴミを処分するにはお金がかかります。

その費用を村に負担していただいてい

ることを考えると、このような活動をす

る必要のない美しい村であることが一番

良いことだと思います。

　村にゴミがなくなるまで、これからも

休日ボランティア活動を継続していきた

いと考えています。

休日ボランティアで村内をきれいに！
地域と連携して、『天竜川ゴミ拾い』 やまびこだより No.127（2011年度）より

城北中学校は、開校４年目

の学校です。新しい学校

の新たな活動として、昨年度、

生徒会執行部では“地域に貢献

する活動を！”“全校生徒のエコ

への意識を高める活動を！”と

いう思いを込めて「エコ・クリ 

プロジェクト（エコロジー・クリーンプロ

ジェクト）」を企画・運営しました。

　自然豊かな校区で、地域に貢献できる

活動はなんだろう？──生徒会執行部で

考えた結果、学校周辺のごみ拾い・落ち

葉集めをすることにしました。また、“エ

コに対する意識を高

めたい”という思い

から、“拾ってきた落

ち葉を腐葉土にして

学校の花壇や菜園で

利用しよう！”と考

えました。

　11 月の半ば、日頃お世話になっている

地域への感謝の気持ちを込めて、ごみ拾

い・落ち葉集めを行いました。学校周辺、

通学路、普段利用している駅周辺を各クラ

スで分担して行いました。

　活動の後、次のような感想が聞かれまし

た。「エコ・クリをやって、地域がきれい

になったので良かった」「ほかにも地域の

ためにできる事があったら積極的に活動

できたら良いなあと思いました」。

　「エコ・クリ プロジェクト」を今後も続

け、城北中の伝統として、地域と城北中

とをつなぐ活動になるようにしていきたい

です。

地域に貢献 !! エコ・クリ プロジェクト
エコへの意識を高めよう

飯山市立 城北中学校
やまびこだより No.129（2013年度）より

川路小学校は、長野県の南部、飯

田市の中でも南に位置し、名勝天

龍峽がある地区にあります。全校児童が

102 名と小さな学校ですが、全員の顔と

名前が分かり合えるとても温かい雰囲気

の学校です。

　学校から歩いて５分のところに学

友林があり、 そこで生 活 科 の

春探しや図工の材料集めなど

様々な活動をしています。特

にここ数年はササユリの保護

活動に力を入れていて、高学

年が地域の方に教えていただき

ながら、日当たりをよくするための間伐や、

生えている場所が踏み荒らされないように

マーキング（目印を付ける作業）を行って

います。

　学友林では、ただ保護するだけではな

く、山となかよしになるために、間伐した

木材を使って飯ごう炊さんをします。また、

山菜採りや昆虫採集など、遊び場と

しても利用しています。そこに

行かないと分からない、教科

書には載っていない貴重な体

験ができる学友林を、これからも地域のみ

なさんと一緒に守り、受け継いでいきたい

と思います。

学友林はわたしたちの教室
ササユリの保護活動を通して 

飯田市立 川路小学校
やまびこだより No.128（2013年度）より

中野市立 豊田中学校泰阜村立 泰阜中学校

▲ササユリは、笹のように
細長い葉っぱが特徴的な植物です。 

花が咲く6月初めに、
小さな株にもしっかり
マーキング。

のこぎりを使って間伐作業

天竜川の河川清掃
3時間で、タイヤ20本、
原付バイク1台が回収さ
れました！

腐葉土づくり

ごみ拾い・落ち葉集め

斑尾川清掃

小学生たちと
記念館を清掃

みんなで
「ふるさと」を合唱

障がい者スポーツ体験 ボランティア横丁での活動

ボランティア横丁での活動

250年前から続く笠鉾行列に参加

地元の料理
「こねつけ」などを
作る「郷土料理講座」
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地域とともに、地域で生きる 4140


